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秋田県の御烏喰習俗I

－県北地方を中心に－

嶋田忠一＊

素ごとに懐即したのか別表である。二れにより，これ

までi'4．に，鹿角・北秋のボッボといわれてきたことが，

より－1画具体的に把握できるようになった。そのうえ

鹿角・北秋のみならず，現在の山本郡にも分布するこ

とが知らｵ'たのである｡このIll本郡二ツ井町｢1I代7)は，

江戸時代初期の新Ill村としておこり，秋田郡南比内（

現在の北秋Ill郁の一部）の根旧新田村(現在の合川町）

との間に唯一の交通路があったことから，もともと南

比内に屈したという。従って地形的には山本郡に屈し

てはいるが，」上秋Ill肌の行蛎であるボッボが伝承され

ていたとしても一向ｲく思談ではなく，むしろ，行11旨が

伝欣されるに際して村のおこりが重要なことがらであ

ることになるのてある。

ともあれ，このIl-J]私の分布は，鹿角．北秋H1それ

にIll水郡の一部においてゑられ，そのこと「1体は，こ

れまで多くのI『物に'ﾉ|かれてきたことにまちがいがな

いもののようである。

Iはじめに

本稿は,H接的には新谷尚紀氏の『御鳥喰群併諭ノ

ートノ）（以下『ノート』という）に触発されたもの

である。そこでは，全国の‘lf例をもとに，「'二1本にお

けるより具体的な伝承実態の把握とその幣m.j2'が試

Jz氏られたのである。そして，正月型．コト型．収碓型

in柿型．葬送型．小洞型．神社型というように機能

から桑たタイプ分けがなされるとともに，伝承堆盤と

しての堆業に焦点をあてられたのでもある。さらに，

それらを検証したうえで，当該群俗がもともと水稲耕

作文化の伝来以前のIllを生活の場としていた人々の間

の伝承ではないかというのである。

本稿は，『ノート』の類型や結諭にたち至らず，ま

ず木IILに関わることがらを蟻恥するものである。その

方法は，『ノート』にとりあげられた6t,例3)のうち，

鹿角・北秋田の4事例4）を即想咽とし，手元の館蔵

街料5)をもって補うこと。理想型以外にも御烏喰群俗

というべき事例が考えられること。前桝と後苫はどん

な脈絡にあるのかを言うことである。 事例

①鹿U¥郡宮川村（八幡､'た地E)1月1211

Illの神の分として*棚に供へた鏡餅を下げてり)だけ

が喰くる。又此餅の一部を焼いて包み､入れ，家の前の

水にかけてinき、ポーポーと烏を呼んで食はせる。烏

はIllの'I'の仙であるという。〔内Ill武志「年中行11冒・

秋ⅡlUIJE角郡宮Ill村地力」『民俗学』2-2,1930,

P.50]

②鹿角iIjClRlﾉ1－iewb

ポッボ。「ぽぉ一ほお－」と烏を呼び寄せ，餅を小

さくちぎって投げあたえる。〔『日本民俗地図Ⅱ』19

78,p､105]

⑧)鹿角ill人陽一1J)121:1

I正月型

これまで，当該習俗として，多くのmmmや論考に

ﾘ|かれてきた事例6)は，ほぼ鹿角や北秋Ill郡に知られ

るボッポないしポーポーとよばれるものてある。この

型は，①大派月・小正月・二月iH月に行なわれ，②他

地域でIllの神のノサと呼ぶものと同様のノサ（鹿角・

北秋ではボッボカラという）をつくり，③|||の神の餅

（十二の餅ともいう）をつくり，それを焼いてちぎり，

その一部を，④烏を呼び龍め，⑤烏に投げ与える．も

のである。

この型に属するのは以下のi譜例であり，そｵ’らを要

＊秋Ill県立博物館

Ｑ
Ｕ
ワ
』



嶋川忠一

鹿角市大湯では木の枝に餅を下げたら「ボッポー」

と呼んで与える。〔今村泰子「秋田県の歳時習俗」『東

北の歳時習俗』1975.p.194]

④鹿角市花輪閲Ⅱ1－1月7日

七草，お供をさげる。ポポーを作って飾る。

⑤鹿角市小豆沢-1月7．20日

ボーボといって正月7日（③「小豆沢の場合．畠Ill

氏は7日，斎藤氏は8日であった｡｣）と小正月の20日，

Illの神の使者であると云われる烏に，餅を御馳走し，

Illの安全を祈るという行事で，蕊を束ねたものに，平

年は十二，閏年には十三の「チチ」（藁をねじってつ

けたもの）をつけたものに，松（私の家では五葉松）

と昆布,ダｼｲﾜｼをつけて「グﾐｱﾐ」したものを

朝早く，父親と子どもが外に出て，ポーポー，ポーポ

ポポポボーなどと叫び，烏を呼んて餅を与えるのであ

る。烏が飛んでくると，餅を千切って投げ与えたりし

て，残りは，「ボッポカラ」につけておき，木の枝に

かけてくるのである。そして，木の枝を少し折ってき

て，家の中の炉にくくるわけですが，その火にあたる

とIllへ行った時，蛇にかまれないと云われたものであ

る。〔畠山誠一『上津野』No5,1980、pp.41-42]
⑥大館市長走-IH1月12日

ポーボ。一握りほどの蕊をよくまるって、それにチ

（ワラジの紐を通すような）のようなものをその年の

月の数だけつけ，二本用意する。それに餅，ニボシ，

コンブをつけ木にかけておく。ボーポ、ボーポと烏を

よんで餅を投げ与える。

⑦大館市上宅地一旧1月7日

ポーボ。二寸ほどの太さの蕊の上部を縄にない，そ

の下を藁で輪にまいて行く。魚の串をさしておくベン

ケイに似てL､て，それに「チ」を平年で12個，閏月の

ある年は13個つけた。それを木にかけ，ポーポと烏を

呼ぶ。烏がくると，それに餅を投げ与える。ポーポを

かけた木はどうしたわけか枯れるものだったと言う。

ポーポはlllの；'liに供えるもので，それをするのは男に

限ると言う。足にはく，くつは正月の行事用のオトコ

グツをはく。ボーボは7日と20日と，それに厄年の人

は2月1日にもする。人によっては11日と12日にする

とも言う。

⑧大館市前、一|｢11月11日

ボーボ。山の神に餅をもって行ってボーボをする。

第1図大館市のポッボカラ

（日景健氏蔵）

ポッポカラのひとにぎりほどの蕊の上部を細にない，

下は三寸ほど残してあとはきれいに藁をまいて，ベン

ケイのようなものをこしらえ，それに「チ」を七つつ

ける（略して三つの場合も）。そのボッポカラに松，

ユズリ葉，ニポシをつけ，餅をくっつけて木にかけて

おく。ポーボ，ポーボとからすを呼んで餅を投げ与え

る。

ボーポの帰りに若木を取って来る。水は特に限定さ

れていない。取ってきた木は炉にくく，その伽を足に

かける。そうすると夏，蛇にかまれないという。

山の神の餅は平年で12個，閏月のある年は13個とっ

ておいて，大正月は11tlに，小正月は21日に，いずれ

もポーボをする日にHiの神の餅だといって供える。

⑨大館市下袋一旧1月1711

ポーポ。ボッポカラをこしらえ，それに餅，ニボシ

松をつけ，木にかけてくる。餅を持って行ってポーポ

ポーポと烏を呼び投げ与える。州itりに若木を取ってく

る。取ってきた若木は炉にくく，皆で煙にあたえ。そ

うすると若くなるのびという。

⑩大館市水上一|｢11月1211

ポーポ。Illの神にポーポをする。ポーポは径l寸ほ

とのワラのたばをきれいにワラで巻いて，その上部の

方を縄にない，胴の部分に縦にチをつける。チの数は

12を限度とし，その家の男の子の年の数をつけた。ポ

ーボにはコンブ．干しイワシと焼いた餅をちぎってつ

け，木にかけておく。Illの神である烏に供えるもので，

カラスが来るとポーポ，ボーポと呼んで餅を投げ与え
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秋、県の御烏喰料硲I－！,u上地方を中心に－

る。ボーポのあと，木の枝を折り取って来，たき火に

入れて，それにあたると夏に蛇にかまれないと言う。

この日，仏の日にあたっていると翌日にのばす。

⑪大館市一ボーボと呼ばれる烏呼びの行事がある。ポ

ーボは11日クラビラキの後で行う所が多い（花岡・釈迦

内・前田）。その他，12日に行うこともあり（長走・

舟場・別所・松木），それに20日を加え2回行う所も

あって（釈迦内），市内でのボーボの日は一定してい

ない。ポーボの形は，火棚につるして魚を刺した小を

突きさしておくベンケイに似ていて，その上部はまと

めて編糸あげたものである。本体の部分には，ワラシ

の紐を通すチ（乳）のような輪をその年の月の数だけ

つける。平年であれば12,m月があれば,13個である。

それに煮干，コンブ，餅をつけ，松，ゆずり葉を添え

る。「2本用意し家の裏の木にぶらさげておく。そし

てボーボ，ポーボと呼ぶと烏がすぐ飛んできた。その

烏に餅をちぎって投げ与えると上手にとったものであ

るA)(長走・商人留）」「百挫はIllの神を信じていた

ので山の神を呼ぶ意味であろう（商人留）」「ワラで

こしらえたボーポの道具をボッボカラと呼んでいた。

ホッボカラにつけた餅や，投げ与えた餅を烏が食べる

とその年の作柄がよいとされ，烏が食べにこないと何

か変わったことがあり，作がよくないとされたB)(釈

迦内）。」

ボッボカラは，菅江真澄の『うらのふえたき』（『全

集三』）の図に見える。合川町川井のものも同じであ

る。同図には，正月11日の夕つかた山の神祭るとてI-

二ふしなるわら束を作り餅を奉る」とのことばもあっ

て，江戸期の合川でのボーボも11日に行う。｜｣｣の神を

祭るのだという意識は商人閑の黙ではなくてC)花岡

でも11日の朝，朝食の前に，ポーポ，ポーボと烏を呼

んで餅を食べさせ,U.Iの神を祭ったという（『花岡郷

土誌』），「あるいは,111の神にあげた餅を烏に恵む

のだとかいう」（長間）。その他長走でも，舟場、前

、でもポーボはIllの神に供えるという意識を持ってい

る。更に合理的に「百姓たちがIllや畑仕事に出かける

時に烏の鳴き声によって吉凶をうらない，多くの災難

をのがれている。それぞれの日ごろの礼に餅を与える

のだと理解している人もいる」（長面)ol崎の場

合，小異があってその['I数も2li'lだけ-でなく，閏月の

ある年，厄年の人は，七日正月，小正月の15日，それ

に2月1日の3回行った。ポーボはIllの神を祭り，そ

れにあたるのは，男だけで，オトコグツをはいて烏を

呼びホッポカラを木にかけた。ボッポカラをかけた木

はどうしたわけか後で必ず枯れたものだというo別

所でもIllの神に供えるという。チ（乳）の数は12を限

度としてその家の男の子の数だけつけるとL、う°その

'1が仏の日にあたると翌日行う。ボーボのあと木の枝

を折って持って帰り，火にくくてあたると，夏，蛇に

かまオ'ないという。F)補山でもボーポは11日の行事だ

った。ボーポは、その家のり)の数だけ、三人おれば三

水こLらえた。それにつけるチの数は，厄年の人がお

ﾙlば，その人の年の数にした。42のように数が多くな

るIIfは省略する。〔『大館市史』4.1981.pp.287-289]

⑫比内町上川端－1月15日

ホッボカラ付けや。mm(雪Ill植）を行い予祝をす

る。

⑱)比内町筏館一1月70,11日.20B

、、1

第2図阿仁町のノサ

笹館というところに，今は行う人も少くなってはい

るか，ボッボの餅ということがある。正月に別に十二

（閏月あれば十三）の餅を作り，正月の7日,11日，

20Ⅱに，家の男子一人に藁製のぽつぼから（渋沢氏・

アチック，ミューゼアムに在り）一木ずつを作り，朝

早く戸外へ出て，そのぽっぽからの乳に餅を欠いてつ

け，その余分を，ちぎって高く投げ上げて｡｢ボー，ボ

ー」と云って烏をよぶ。家にけがれのある時は烏が近

づかないと信じられている。ぽつぼからを，木の枝に
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ma忠一

かけ若木の枝を折ってかえり、炉にくくてあたると若

く成るとされている。これは大抵家のかぐぢ（裏庭）

てされる。

このぽっぽからには，松葉とゆづり葉と，こんぶを

はさゑ，乳が三つ（ニツは'｣､’一ヅは大であって十に

あたり合計十二となる）あり，或は五ツ，セツのもあ

り．蕊のふさは上から、三本，五本，七本とまとめら

れて三ケ所についている。(註3－③に同じ）

⑭森吉町本城一正月の終わりに，十二の餅の内の二つ

を焼いて，ボッボーと言いながら烏に餅を投げ与えた。

（二ツ井町Ill代にて筆著が|｣Hいた断叶）

⑮隙巣町上舟木-IB2月11I

カラカラボッボ（ワラに餅をつけてカラスに食わせ

る)。もしカラスが食わないと不吉なことがおこる。

⑯田代町田の沢一旧1月7Ⅱ

ボーボ。山の神のお使いだと言って烏に餅を食わせ

る。朝早くボーポカラにコンブ，ニボシ，松，餅を木

にさげておく。カラスにはボーポ，ポーボと呼んで餅

を投げ与える。ポーボカラはベンケイのように，手で

にぎれるくらいのワラを下を二寸ほど残し，上部は細

にない,中間はきれいにワラで包卑，「チ」をつける。

⑰合川町－1月12日

正月12日Illの神を祭り，蕊に餅，煮干し，昆布をつ

けて木の枝に吊し．「カラカラボー」と呼び山の神の

使いである烏に供える。その木の枝をとってそれを薪

木に加え湯をわかして飲む十二月のIllの神とは異なる

、
R]』

{岬へ

〃

W脳ﾝ／

櫛『

第3図合川町のボッボ

カラ

初Ill系統の行ifと考えられている。〔藤Ill秀,1箸『餅』

1983,p.119.]

⑬上小阿仁村一新1月16日

カラスポッボ。この日，ワラに餅やコンブ，ニボシ
A〉f'召､‘i1:）

などをつけて．木に吊すブラクがある。大阿瀬では．

カラスポッボとは、｜||にある木のシバ（枝）などにつ

く茶色っぽい虫の意味であり．ワラにつける餅は．

lll｛|郡:をする家などで，山神様のために床の間に供

えた餅をワラにつけたものである。これを．よだれ

をよくたらす子供にくｵっえさせると治るといｵつれる。

昭和あるいは，大正の初めころまで行っている。B)長

信Illでは,10年ほど前まで，実のなる1本の木に松も

つけたシコメ（注連縄）を吊した。その時，「ポーポ

ー」と言ったという。羽立では大正のころまで行って

↓､た家もある。c)蹴川ではワラに焼いた餅をつけたも

のを，三本あるいは，五・六本，屋数の一本の木につ

けた。これはillの神様にあげるという意味があり，終

戦まで行われていた。上仏社では2月11日に行われる。

禰節・大森では1月1211に行ｵつれるが、D)棉館ではカ

ラシボッボと称し，ワラに鏡餅をくるめてニボシなど

を掛けてI'llす。大林では，ミズキと赤いシバと米で団

一｢のようにしたものを便所に吊しておく。折波でもこ

れを行っていた。なお断片ながら鹿角市花輪柴平柴Ill

字'｣､米などの報告もある。〔東洋大学民俗研究会『上

小阿仁の虻俗』1980〕

⑲二ツ井町Ill代-I日1月8日,23日,2月2II．

｜｢l暦IBi0．2:5日,2月2日の朝にカラスポッボ

をする。ボッボというのは稲ワラのひとつかみをL､い，

ボッボの真'I-辺をワラ2～3本で，その年の月の数だ

けしばる。しばったワラの残り.(12あるいは13*)

を細んでゆき，先の方はなって，その|川に昆布，五葉

松，ユズノ雄，煮干しをはさみ，先端はボッボにはさ

み込む。｜AⅡIIでは床の間のIllの神様にあげた餅を焼い

て，ボッポにつげる。この餅は女は食べてはいけない。

庭にある生木にボッボを掛けてくる。するとカラスが

ボッポの餅をつつきに来るといわれている。そしてボ

ッポを掛けた木の枝を切ってきて，いろりで燃す。Ill

仕,11:に出るiiijに，その火にあたってワラジをはいた足

を「アシアフレ，アシアブレ」といいながらあぶると

順にかじられないという。またこの日はIll登りといっ

て州IlがはじめてIllに登る日である。ヤトエ（雑役夫）
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したft't械的なJ1！以外にも，烏に食べてもらいたL、もの

として1脚Illされる行Ifがある。筆者は，そうした消極

的な刑もまた，烏に供物を捧げる上ではl司様な群俗と

ゑるべきと吟える。

はこれより10日から15日遅ｵ[てまる。〔''1学院人学民

俗学研究会刊『民俗採訪』1968、pp.21-22]

以上の事例を1表のようにまとめてゑた｡その結果,この

踊りは、冒頭で述べた①--⑤を要素としながらも、’''水郡に

接する地域では烏を呼んで手ずから食べさせるという面が

希薄になるもののようである。また，それとは別に初山入

りにあたって，山の神への供媛というifnが一隅強く感じら

れるのである。その点で，県Iﾉ1に広く分ｲ|iするIllの神のノ

サカケとどう関わりあるかが残された課迦であろう。

A精進事

ンヨージンゴト8‘と呼ばれる行事がある。この行‘}＃

もさまざまな沸物にとりあげられてきた。片Mﾉ1では，

iiii;iﾉ1に伝承されてきた｡行なわれるIIどりは,現在

では，まちまちに伝えられている。I型のノサに対す

るものとLて，杭の葉と杉の葉(あるいは野バラの葉）

そｵ'に,1尺位のカヤの棒にさした餅（多くはダマコ

9)餅)がある。その川法として，軒廻りのカヤ屋根にさ

Ⅱ春耕前・秋収後型

I型の主眼は．烏を呼びよせてケえようとす-る点に

ある。これは積極的な型といえよう。卿ﾉ､jには，こう

r
い

⑥

⑯⑯⑯⑱

⑦⑮⑨
③⑫⑱

、&⑮

／
③

②

I

④
叱⑲/uu@

/綴⑬
i⑱

､鳥r/~、

f
＝ポツポカラ分布図＝
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＝1：正月型事例整理表＝

木にかける

－28－

ル
〆
〔
ｕ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪A

B

C

，

E

F

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑬A

B

C

，

E

⑲

…|術霊
1月12日

1月16日

1月12日力

1月7日

1月7日
1月2()日

旧1月12日

旧1月7日，20
日’2月1日

|日1月11日

|ロ1月17日

旧1月12日

1月12日

1月11日，
20日

1月11日

1月7日15
日,2月1日

1月11日

1月15日

1月7日，11
日，20日

旧2月1日

|ロ1月7日

1月12日

1月16日

旧1月8日，23

日,2月2日

ポッボ

ポーポ

ポーボ

ボーポ

ボーポ

張一ポ

型
小

華
小

ポーポ

ボーボ

ボーボ

ポーポ

ボーボ

ポーポ

ポッポ
の餅

カヲカヲ

ポッポ

ポーポ

ス
ボ

ー
フ
ヅ

カ
ポ

カラシ
ェ42
F』、､ソげJ，

カラス
ー』-鼻4－E
'4，・ソ’4，

幣

有無

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

名称

●◎1つロ一

ホッ汀ミカフ

ロ。q毎1－－

ホヅ刻元カブ

ポッポカラ

ボーボ

ボ、ソオミカ ラ

ポッポカラ

ポッポカラ

ポーポカラ

ゾコメ

辛
小ツ

ギ
小

木にかける

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

餅

有無

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〆、

Lノ

○

○

○

○

○

○

名称

lⅡの神
の餅

Illの神
の餅

十二の
餅

〃

Illの神
の餅

用法

一部を焼き木
にかけておく

ちぎって烏に
投げ与える

木にさげる

ちぎる

投げ与える

〃

〃

〃

〃

〃

投げ与える

〃

木にかける

烏を

呼ぶ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

烏に餅を

食べさせる

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

吉凶

予知

○

○

○

他との

関連

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神

山の神
神山入り



秋Illﾘi4の御鳥喰桝裕I－ﾘ,し|上地〃を中心に－

人ｵ'ておく。この日は大根に手をかけない。〔菊地利

雄『秋line俗』6号,1978,p.22]

⑥Ill本町－しよじごと（精進噸)。春の適当な日（注

二オIt.t,ft家冷で都合の良いIIを選んで行う。家族が

杵揃っている「lを選び，ご飯をすりばちに入れてつぶ

し，雁3～4券ﾝにまるめて萱の総につける。これと笹

の雌及杉の葉と並べて，人11,窓の上にさす。笹と杉

を使うのは，災難が「さっさと行き過ぎるように」と

いう訓'',から来たものである。ただ，主要入口を一ケ

所を残L,外は予めさLて侭き、全員が家内に入った

時点で妓後の人｢｣をさし終える。悪魔払L､の呪術とさ

れていた。rm本町I処』1979,pp.710-711]

⑦Hi本町外岡一春のしょじごと。窓や入11や門口左右

に枠を立て．カヤの棒におはぎをつけ、家族が皆家に

入った時休につける。秋のしよじごとも同じ。

⑧Ill本町'I'野一6月,ll̂ loLよじごと。悪疫・災難

除けのための行事。御飯をつぶしておはぎをﾒLくつくり．

カヤの体2()cni位)の先につけ、笹と杉の葉と一緒に，

窓やj111の所の屋根などにさした。家族が皆在宅の日

を選び，余部の人が屋内に入り終るまて．，入nの分は

ささずにおき，皆入った時さし終えた。

⑨八1,世町笹谷一3月。しょじごと。各個に行なう。し

ょうぶ，よもぎだんごを'¥叶先にさす。

⑩八屯IⅡI東細''一春秋のしょじごと。家の窓及び門口

に飯だんご（御飯をつぶLて丸めたもの）をカヤの棒

につけ、杭と松の小枝と一緒にさす。災よけのため。

一定のIIはなく，家族が他Illしない日に行なう。他は

iiijもってさしておくが，侍が家内に入り終ると門口の

ものをさして終る。

⑪無丘1"JYm'i膿敬一春秋のしょじごと。["Illや窓に，笹

の紫と杉の紫と共に、20cm位のすすきの先に，御飯を

つぶuまるめたものをつけてさす。家人が皆家にい

るIIをえらんで行う。哩魔払いのためである。

⑫参券・能代市|||谷一……Ill谷村にいたらんに，河ぞ

し柳のいと多かるに，まつはりか上る藤の鴨りいふへ

うもあらしかL･谷底に見おろせば､小Illの<ろゑち

はつかに,Lり<へ純をITはの木々の枝、あるは中垣

の隣の苑よf)も．妹の糸を八重引にひきはへたらんや

うに，ゑの柄を避れじといつも春ごとにぞせりける，

さうじごとてふ事となん。〔菅江真澄『雄n良能多奇』

4J-]2411の条〕

したり､戸窓をふさぐ』、特別に烏を呼び雌めることば

ないが．烏が食べる。食べてくれると良い，というの

て、ある。

=llﾐ月型

・正月

・ボ.ソボカ

（ノサ）

・111の神の

・ノサを木

かける

・烏を呼ぶ

・烏に与え

・初Ill入り

精進事は，現行

＝春緋IiiI・秋収後ﾉw=

3，4月（春）と10/1(秋

恢の雌・杉の葉（バラ）ラーー＋一

‐
〒餅 ダマコ餅（カヤ小にさす）

縦の染、杉の雌、ダーィコ餅

を柵にさ-す

一
」

･烏が食べる

.魔よけ

る－ﾄー

－

精進事は，現行の習俗をみる限りでは，もはや烏を

呼びよせる要素をもってはL,ない。しかし，青森県三

戸市付近の例のように，何等かの呼びよせる行'11:があ

ったのではないかとも考えるが。また，ここに掲げた

事例では,これが果して烏喰料俗に入れるべきか.危ぶ

まれるか,Bのキキツケと精進皇ffの脈絡をたどること

によって明らかになるであろう。行ｻ＃のIlfび名が迷う

ほどには内容が異っていないのである。

事例

①二ツ井町荷上場-mo月1011．カラスにモチをくわ

せる魔よけの行liで，ササとバラの葉をさして，カラ

スにくわせるためにノキ下にさしておく。

②二ツ井町濁川-10月111から1511までは旅|様が川

雲へ行くので，その｢'1厄除けにイチゴバラに餅をつけ

て家の両側へ立てておく。また戸11や窓にも立てた。

〔国学院大学民裕学研究会1:ﾘ『民硲採訪』1968.p.32]

③二ツ井町'1､掛ほか－旧10月1011－精ﾈillゴト。虫の供

養。大根の年取り〔同上，p､37「年中行Jf一'覧」より

抜粋〕

④ニヅ井町仁鮒ほか-10月1011．ショウズゴトといっ

て10月1011に筏をとってきて，Mfバラにアン餅一コを

つけ.一緒に戸'1や窓｢Iにさす。シヨウズコト餅とい･う。

魔よけで，川雲に神が行く荊守の|冊1．鬼や蛇から灘る

のだという。餅は烏が来て食う。〔|可上，p､50]

⑤二ツ井町悔内一大根の正月。Illイチゴのバラと柾を

結んで家の入11に立てる。そして，この鮭におはぎを

－29－



iiin忠一

しかも，川怠する，笹や杉，カヤの体，ダマコ餅など

緒進11鴬の要素と同じである。

この聞き付けの荊称は，烏が食べにくるか.どうか，

また．食べる時の鳴き声に注l1することから生じたも

のと判断さオ'る。｛慌Iの「聴き耳」の卿11き要素が付い

ているのであろう。従って.キギヅケモチを杵付け餅'1‘

と剛解するのは誤りであることになる。

ところで，この1111き付けについて，『ノート』は，

「収穫型は，稲，芋など秋の収穫に限らず，春の麦の

場合も含めて考慮したが，特にﾉL州地方におし､て顕著

である。東北では秋Illの日本海側のキギヅケ餅の数例

が，これとmnに論じ得るか秤かI川越である」’2とし

た。筆者は，聞き付けを当該群俗の一塊と認めること

⑬参考・青森^Vr崎中浜一……此nに二柱の神門の如

きものをくる木もて作り立て,Lりくへ縄をひきはへ

たるなとさながら神殿のごとく，遠きL,にしへふりを

見るに足れり。はた篠蕊に楽をさし貫きたるやうに，

束ね｛､'て軒ごとにさしたり，これをほうじ11:という。

ゑのやまふを避るのためとか，このころ風のこ、ちし

てやごとにふしぬれば，此ましなひそありける。〔菅

江真澄『雪乃過奥雪の|作1ｲ路』11月5日の条〕

B聞き付け

精進Kの場合，烏とll'l接関わりをみた↑#例は一例に

すぎなかった。この聞き付けでは，烏に餅を食べさせ

る，食べてもらうための行11言であることが知られる。

』Ｊ
一

今夕

§

１

４
灸

＝シヨウジンゴト分布図＝
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秋田県の御烏喰評硲I－%L北地方を中心に－

＝2：精進事事例整理表＝

はできるがi榊純に収穫型とすることはできないよう

に思う。

以下に17例を掲げる。

①若美町一3月8ロ（陰暦）。ききつけ餅。10月9II

にも行われる。カラス餅，あるいはトマド餅とい､わ

れる。ごはんのH1子（だまこ餅）を萱にさして，ささ’

杉と一緒に窓や戸11にさしておく。カラスが餅を食べ

ｵlば願いがききつけられるといわれている。その晩だ

まこ餅を食べる。報朝.T-供達は早くから起きて，隣

近所の窓や戸11から餅を錐めるのを競いあった。〔若

美町Ⅲ『若美Ill]史』1981,p.617]

②若美町鵜木一旧4月とII)月。キキヅケ。烏は、ただ，

ガァーガァー鳴いているのではないから,mと言って

いるのかを良く聞きつけるようにというのでキキツケ

という。この日は，飯でつくった餅をカヤの搾にさし，

軒下に刺しておく。それを烏が食べにくる。食べにく

ると良L､という。〔筆者採集〕

③若美Ⅲl福川－1日9月911．カラス餅。体に餅をつけ

て窓に一対つけておき，カラスに食べさせる。

④若美町鳥居長根一旧10月10日。キキツケ餅。茅串に

餅をﾒLめてさし，窓々にさす｡現在は行なわない。〔文

化'r編『II本民俗地Ⅸ11,1973,p.512]

⑤ﾘ)雌市脇本一旧3月911と10月9日は，山餅という

のを作ります。それはた瞳･の飯を臼に入れて禍いて餅

にするのです。それから，家の全部のマド，又は入口

の上の屋根の所に橘と杉の葉とそれから前に鳴いた餅

を萱の体に小さくメLめてさして，この三種を一まとめ

にして二所にさしつげます。J'Hち一つの入口に或はマ

ドのその上の展根に二本の杭と二本の杉の葉と二つの

餅とがさ皇れる訳になります。これはこの餅を烏に食

はせるためだそうです。それで烏餅とも称します。〔吉

Ill三郎『男鹿寒風Ill雄農民手記』「キギツケの話｣〕

⑥ﾘ)ﾘE市三ツ森上合一III5月。……また5月のうちに

は，「きぎつけ」というのがあった。夕方に団「･を作

り，カヤの体に一個ずつ刺して家や蔵や便所の窓やひ

さしにたくさんさした。きぎつけの餅とか烏の餅とか

よんでいた。戦後はやらなくなった。〔'-1黒裕子『村

の|_I々 ・今と杵』1977,p.27]

⑦ｿ)鹿市三ツ森下台-II110月11)日。キキヅケ。飯を餅

にしたのを1mぐらいのカヤの棒につけて窓のm方に

－31－

〃

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

行‘}1冒名

粘進ゴト

ショウズゴト

大根の正月

桁j世蛎

春秋の精進ii

しょじごと

しょじごと
1

春秋の
しょじごと

春秋の
しよ［ごと

｢lどり

旧10月10日

10月1日～
1511

旧1()月1011

10月mn

10月1011*

(春の適当

な11

6月・11月

3月

餅の名称i種類）

ショウズゴト餅

(アン餅）

ショウズゴト餅
(アン餅）

I(おはぎ）

(ダマコ餅）

(おはぎ）

(おはぎ）

／十ざノ壱八
V－ハー′、－ノ

'飯だんご）

(ダーマコ餅）

餅に伴うもの

征・バラ

イチゴバラ

一
フ

子
、／

マ
下
Ｊ

田
主

■ず
上
〃
１
片
↓
Ｉ

笹・山イチ
ザ一一

↓
／

、〆．

柾・杉.
字，‐や
′J1

カヤ

閥・杉．
カヤ

しょうぶ．
よもき

征・松。
カヤ

征・杉.
カヤ

餅の用い方

軒下にさしておく

バラにつけ家のI,1,j側や
窓に立てる

野バラにつけ，戸11や

窓にさす

征に包.zﾒ､バラとともに
入、に立てる

カヤにさし入IIや窓に

さす

カヤにさし入I'や窓に
さす

カヤにさし入、や窓に
さす

しょうぶ，よもぎとと
もに軒にさす

カヤにさし窓やI"lnに
さす。

カヤにさし窓や門I'に
さす

餅の処理

烏に食わせる

鳥（烏力）が
合畠
』ミノ

吉凶 他との関連

魔よけ

神無月の魔よ
け

神無月の魔よ
け

大根に手をか
H-たし，

恕魔払い

魔よけ

災よけ．

鰹魔払L､



鴫lⅡ忠一

さしておき，カラスにくわせる。餅をカラス餅という。

大根畑，そば畑に入ってはならないとされている。

⑧昭和町前田中丸一旧10月末。ヨシの作に餅をつけて

屋根にさしておく。カラスが早く持ってゆけば縁起が

よいとし，厄払いをした。

⑨五城Ⅱ町下山内一……いつの年も3月311と10月3

日は，聞き付け日である。この日は，両戸全部,ii.小

屋までの門fIと建物全部の雨戸に.懐と萱の一尺位の長

さの箸に玉子餅を小さく丸くして刺したものを,雨戸一

カ所に笹2本と餅2本ずつ両方に分けて屋根にさすもの

である。これは悪事災難除けで，これを屋根にさす11,'r

は，「良い事聞くように」といってさすものだといｵつ

れている。その聞き付けの餅をさし終ｵつらないうちに，
今′毛

すぐ烏が来て次々と餅を取って行くものであるが．や

やもすれば10月の聞き付け日が来ても，餅が残ってい

る家があるもので，その場合はその家に不都合とか("I

か災難とかあるのではないかと，大変気にするもので

あった。昔から烏が餅を取らない家と燕が巣を作らな

',､家は，不部合がありがちなものであったという。〔畠

Ill鶴松『村の落書き』1984,pp.158-159]

⑩秋Ill市太平中Ill谷一旧10月ion･デゴの年取り。デ

ゴの年取りで、この日はデゴ(大根)畑にはゆけない。

デゴの割れる音がすれば，体が悪くなる。また，この

日はカラス餅を作ってカヤの棒にさして窓の両側につ

けてカラスに食べさせる。

⑪秋|Ⅱ市太平黒沢一10月10日。キキツケ餅。キキツケ

餅（窓．の餅ともいう）は，親指大の餅を一尺五寸ほ

どの茅にさし，それを大戸口・小戸1-1．窓・蔵・物置

小屋などに家族全部そろってから御す。この餅を数日

中に烏がついばめを吉兆とする。〔文化庁細『日本民

俗地図Ij1973,p.512]

⑫秋Ill市上新城-4月の行事ならはし。朔Iiから1011

までの内に，ききづけのIll餅をつく。そのIll餅を屋根

に笹1本と「カヤ」にIll餅をつけて刺す。烏がこれを

食べる。食べないと，その家に悪いことがあるという。

10月の行事ならはし。ききづけ。湖IIから1011まで

の中に4月と同じことをする。〔上新城尋常高等小学

校・上新城農業補習学校編鵬写刷『我が郷土』‐ド巻〕

⑬秋田市金足財ノ浜一旧3月3日。戸窓をふさぐ。鍋

のふたに小餅水取を上げヨシ体に付けてヤマブキと屋

根戸窓にさし，家内で外出未だ帰らぬ者居れば入Iiを

ふさがぬ事……。

旧10月10日。聞付休。間付けといふて餅を鳴き,3

日位休みました｡〔小野久四郎自筆稿本『吾家之喉』1943〕

⑭参考・秋Ill市金足岩瀬一……二十四日'副(私注3月)。

夕付行ころ餅春て，是を枯葦の長串に玉なすはかOR

て，金棟業を祈りてこれをひとつに．〃屋をはじめ，

ありとある舎はL，うもさらなり，柴屋，よれぐら,m

の軒までもひしひしと葺たるは，あやLうも又めずら

しかりき。ゆゑをとへば，むかしより，此かなせの沢

の村をはしかりとなん。二十五II雨のふりて，北野の

原の菅大臣にまうつる人も，まれまれに行いとなん。

ひとり軒の山吹を見つふしありて･･･…略･…･･ひるつか

た風のいたく吹て，さしつかれたるこ入らの山吹のし

ふかれて散り行なと，風情ことにおかし。……略……

軒毎に鴫の羽をふためかして，lll吹にかくろふ長串の

餅をなこりなうあさりはてて、こかねの花ものこりす

ぐなうこほれたり。こは，よしありげなるためしにこ

そあらめ。〔菅江真澄『層把金棟業』3月の条〕

⑮参考一耳ふたぎ餅（耳塞ぎ餅）。三月十||以前と十

月十日以前に鳴いて食べる「ダマコ餅」（鍋すり餅も

含む）を「耳ふたぎ餅」と言‘う。三月と-'一月の一日か

ら十日の間に家族全員揃った日，或は嫁が実家に遊び
A（忍誰‘

に行って居らなL、日（南秋旧郡井Ill村今戸）に作って

食べる。「耳フタギ」とは世間の憩口を聞かず，言わ

ずといった意味と，隣近所に知られない様に杵の音を

響かせないでこっそり食べる餅と言う意味を含んでL，

る。B）山本郡八竜町菅刈沢では三月九日に「戸窓フタ

ギ餅」と言ってダマコ餅を作り、魚の煮出し汁に入

れて食べる習慣があるが，此のII,笹の葉と葦の茎か

萱の茎に刺したダマコ餅を["Jpの|rl,j仙lの軒下に刺して

おいた。これを「戸窓フタギ餅」と言いC)南秋、郡

琴浜村では「カラス餅」と言う。（琴浜村では十月九

｢lに行う）梗米を炊いて作るもので，腿家では節｢|に

関係なく仕事に区切りのついたII制こ食べたりもした。

〔秋Ill県｢1)『八郎潟の研究』1965,p.791]

Ⅲまとめとして

1．県北郡における御烏喰習俗は，正月咽と春耕前・

秋収後型に分類される。前者は，これまで言われてきた

鹿角・北秋田郡と山本郡の一部にみられ，後者は能代

Ill本郡，男鹿南秋iiii!i;.秋|Ⅱ市周辺にみられる。それ
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秋田県の御烏喰習俗I－県北地方を中心に一

らの違いは，幣理表にあるように，実施される時期に

よる。とともに，前者では，初山入りに伴なう行事と

されてきたように，家を出て行なわれるに比L,後者

では，家人が家にひきこもるなかで行なわれるのであ

る。従って，同じく烏を神聖視Lながら，呼ぶ行為と

家の中に居てじっと聞き耳をたてるが如く行為の差と

なって伝えられている。

2．筆者は，基本的には，精進事と聞き付けは同一習

俗とゑる。行なわれる時期がi三|安となる。各事例はま

ちまちのuどりをいうようである。とくに春耕前のそ

れには多い。一方秋収後のIH10月10日は，大根の年と

りとも結び付き，定着していることになろう。いずれ

にしろ，そのような春と秋,1年に2度同様な行事が

行なわれていたことになろう。そして，この時期に魔

_ﾍー ､ー_〆窄~1
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＝3：聞き付け事例整理表＝

を食べさせる－と関連づけられよう。

4．管見によれば，卯月八日も|日10月10日もアラボト

ケ供養の行事'4'がともなうという。県内では，まだ，

はっきりと脂摘できない部面であるが，あるいは，春

秋の結進‘|i:．liHき付けがそうした行訓:との脈絡上にあ

るのかも知れない。とすれば，春の精進11:は，秋収後

から春耕にかけての，裏のトシともいうべき剛川の新

仏を供養し，そこで同時に稲作そのもので､ある表のト

シの豊かなこと，仏の出ないことをおしはかるもので

なかったかと思うのである。秋の精進事は．同様に表

のトシの終了と裏のトシの開始と考える。

5．正月型であるポッポは，春の精進事が派月にズレ

込んだのではないかと推測する。

以上，リ&北地方の御鳥喰習俗の一端にふれた。これ

を機会にﾘ,1-1ﾉ1各地の小例を検討したいと思う。そして，

できれば先学諦氏の御叱正を得て今後の糊としたい。

ものがあらわれるというのである。そのために，戸や

窓をふさぎ，忌み篭りをするのだという。これが，正

月と盆，あるいはコト八IIなど年中行事の二元性をさ

し示すものか，また,IIIのIllとIllの神の去来に関わる

ものなのか，筆者には未だ決めかねるところである。

ただ，稲作の開始前と収碓後にきびしい物忌難が必要

であり，その物忌盈は烏を仲介として家の吉凶に及ぶ

ものであると考える。その点では，稲作文化以前の文

化とまでは言い難い，きわめて，稲作文化的な要素と

L,えよう。

3．春秋二季の烏喰いには，死の予兆や屋敷餅その他

葬送儀礼における烏の性質がみられるのではないか。

いわば仏供養のような稗硲が想定さｵ1はすまL､か，と

いうことである。この点は後の磯会にゆずるが，県南

地方での10月10日のテンケ餅行'lf-典作業中に死んだ

蛙などの生きものをまつるといL､，そのために烏に餅
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

、

⑩

⑪

⑫

⑬

行事名

ききつけ餅

キギツケ

カラス餅

キキツケ餅

キギヅケ

キキツケ

キキツケ

聞き付け

キキツケ餅

キキツケ

戸窓をふたぐ

キキツケ休み、

日どり

旧3月8日
旧10月9日

旧4月

旧10月

旧9月9日

|日10月1011

旧3月9日

旧1()月9口

旧5月

旧10月1011

旧10月末

3月3日

10月3日

旧10月10日

10月1011

4月Ill～10111'-
10月旧~mm

旧3月3II

旧10月1011

餅の名称(種顛）

カラス餅また
はトマド餅

(ダマコ餅）

カラス餅

士
↑
“
餅

坐
間
の

の
ス

，
ゲ
ー
フ

ツ
・
カ

ギ
は
キ
た

烏餅または'｣I
餅

キギツケの餅ま

たはカラスの餅

カラス餅

カラス餅

キキツケの餅

カラス餅

キキツケー餅ま

たは窓．の餅

Ill餅

餅に伴うもの

笹・杉。
カヤ

カヤ

棒

カヤ

笹・杉．
カヤ

カーヤ

カヤ

シコ
ー

笹・カヤ

カヤ

カヤ

笹・カヤ

ヤマブキ。

シ一
コ

餅 の川い方

カヤにさし，縦・杉と
ともに窓や戸11に.柿し
おく

カヤにさし軒下に挿し
おく

締につけて窓にl対つ
ける

カヤにさし窓11に柿し
おく

カヤにさし窓や入11上

の屋根にさしておく

カヤにさし窓やひさし
に押しおく。

カヤにさし窓やひさし

に柿しおく

ヨシにつけ屋根にさす

カヤにさし屋根にさす

カヤにさし窓の両側に
つける

カヤにさし大:･小戸11，
蔵，物iW小扉:などに
つけ-る

カヤにつけて，屋根に
好一キー

ごり

ヨシにつけて屋根，戸
窓にさす。

餅の処理

烏に食べて
もらう

烏が食べる

烏に食くさ
せる

烏に食くさ
せる

烏に食くさ
せる

烏がもって
ゆく

烏がもって

ゆく

烏に食くさ
せる

烏が食べる

烏が食べる

吉Iﾒ’

○

○

○

○

○

他との関連

大根畑に入ら
ない

厄払い

災薩よけ，良いこ
とを聞くように

大根の年取り
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葬送瀧構ff
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第4図中仙町の烏の餅

瀧燐p．葬送

盆

第5図年中行事の中の葬送性

言士
口圭

1）新谷尚紀，1979「御烏喰習俗論ノート」『岡Ill民俗一

i立30周年記念特集号一』pp.16-55

2）同上p､16

3）①男鹿市寒風山麓地方（吉田三郎「キギツケの話」
『男鹿寒風山麓農民手記』）

②鹿角郡宮川村（内｢Ⅱ武志「年中行41:」『K俗学2の

2』）

③北秋田郡扇Ill町笹館（今井晋・明ｲi貞吉「半代川中
流扇、町付近の土俗」『民俗学4の2』）

④秋田市太平字黒沢（文化庁綿『日本民俗地図I

⑤県下山間部一北秋Ill郡合Ill町・鹿角市大湯など一

（今村泰子「秋田県の歳時習俗」『東北の歳時習俗』）

⑥鹿角郡十和田町毛馬内(文化庁編『｢1本民俗地図I』）

4）同上、…

5）既に公になったものはその郁度掲げた。無掲示のもの

は，昭和52～53年度に実施されに「秋|Ⅱ県緊急､民俗調査」
の調査カードに拠った。各調査者に謝する。

6）以下に引〃)する。

烏呼び（からすよび)，正月の初山入りにカラスをよび

集めて，山の神への神供として携えていった餅やシトギを

与える行事。その食べぐあいによって年占をする。主とし

て東日本にみ､られ，投げあげた餅をカラスが食べないと凶

事があるといったり，米を三カ所に分けておき，どの米を

食べるかによってその年にまく稲の種類を判断したりす

る。カラスのよび方はポーポー・ララララ・シナイシナイ

など，ところによりさまざまである。福島県石城郡ではオ

ミサキ，オミサキとよぶ。カラスを山の神の使いとする信
とり’三ふ

仰によると考えられる。西日本ではカラス祭り，烏喰神事

など，神社の行事になっている例が多L､。〔大間知・川

端・瀬川・三谷・大森・大島編『民俗の事典』1972,pp.

237-238〕

ポッボカラ，園正月のI｣lの神祭に，烏に餅を投げてや

る時につくる蕊飾，青森県三戸郡などで，ノサまたは提げ

年洲というものを，秋田県北部でまたこんな名でも呼んで

いる。その日は，北秋田郡では，7日と11日と20日，鹿角

|冊では12日，後者では藁の末の方を約って輪とし（鹿角方

言集），北秋田の方では大l小2の輪をこしらえ，いず

れもそれに餅を挟んでおく（民俗学4ノ2）。大一つは10の

代りで，すなわちまた1年の月の数である（ひだびと9ノ

1)。八戸地方で七つの乳をつけるのとともに，かつては

こ;}'によって月々の吉凶を卜したものかとも察せられる。

現ｲfはただ樹の枝に掛けるだけだが，もとはこれを振り回

して餅を飛ばせ，どの餅がまず啄まれるかを見たものであ

ろう。烏が残して行くのを気にかけ，早く食ってしまうと

「Illの神様のL､ただきゃよL､」などとL,って悦ぶ風は今で

も残っている。ボッボというのは烏を招き寄せる声であっ

た。土地によってはロウロウロウ，またはシナイシナイと

いって呼んでし､る。この際に木の枝を少し伐っていること

はどこも同じだから，そういう名を知らない山形県荘内地

|ﾉ1などのノサカケも，本来はまた烏をよんでいたことが想

像し得られる。〔民俗学研究所『改訂綜合日本民俗語堂』

4,1970,pp.1426-1427]

7）『角Ill地名辞典・秋川県』に拠る。

8)ショウジンゴト函①青森県三戸郡戸来村では田植

の頃，川の畔に柴1本立て，これに藁で草を結わえたもの

を掛ける。これが田の祈祷のしるしで，ショウジンゴトと

呼ぶ（旅伝14ノ9）。②秋田県山本郡鶴形村（能代市）で，

3月と10月との1日を祈排念仏，2日をソジコトヤスミと

している。ソジコトはすなｵつちショウジンゴトで，斎忌の

名残りである。③青森県八戸市付近で，旧暦3月7日に行

われる。その日は粉をはたいてウキウキという食物をつく

り，それを家族の数だけ器に盛ってカキガミサマに供え，

家内中の風邪よけを祈念する。翌八日にはそのウキウキで

一人一人の体をこすってから，カローヵローと鵬を呼んで

投げ肌える。〔民俗学研究所『改訂綜合日本民俗語策』2,

1970,p.738]

シャウジンゴト，青森県の三戸の付近では，旧三月七日

を＃I:進ゴトと謂ひ，家征にはたき物をして（粉を春L,て）
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|鴫川ノa、一

ウキウキというものをこしらへ，家族の数だけ盛って風神

様に供へ家内中の風邪よけを祈る。翌八日には其ウキウキ

を以て，一人一人の体をこすり，之をカロウカロウと烏を

呼んでくれてやる（奥南，昭和7．4．22日号）〔柳田国男

「年中行事調森標R(六）」『旅と伝説』6-9,1933,

p.96]

9）飯を半ころし程度につぶし，団子状に丸めたもの。

10.下図（戸松勇治氏作）のようにする。

pp.11-20

大島建彦「ミサキ資料断片」『西郊民俗』38,1966,pp.

l6－l7

佐藤久美子「私が訪ねたカラス祭り」『西郊民俗』79,19

77.pp・’3－14

1Ⅱ中真治「岡Ill県の御烏喰の事例」『日本民俗学』147,

1983,pp・’9－32

大島建彦細『講座日本の民俗6．年中行事』，1978．

'Hill登「藤らしのリズムと信仰」『日本民俗学講廉』3,

1976,pp､137－170．

和I｢I正〃|｛「暦と年中行事」『日本民俗学大系・7』1959,

pp.17-66.

大島雌彦「信仰と年中行事」『同上』pp.67-116.

井之口章次「農耕年中行事」『同上』pp､117-166．

郷ffl洋文「年中行嚇の地域性と社会性」『同上』，pp．

司伸
167-238.

11）キギツケモチ回東北では杵をキギという。秋ill県南

秋田祁で2月8日と10月8日に，餅を棒にさし軒にさして

おくのをいう。10月はちょうど秋の収納後なのでキネツケ

ヤスミとL､い，3日乃至5日間休む。杵に餅をつける例は

他にもあって，静岡県西部では，これで戸に大の字を書く。

〔民俗学研究所『改訂綜合日本民俗語童』1,1970,p.451]

12）註nに同じ。p.48

13右の如き挿図あり。

14）伊藤唯真「~卯月八日の民俗と仏教一西日本の事例から

－」『日本民俗学』128(1980,pp.14-22)および，井

田安雄「群馬県における陰暦十月の習俗」『日本民俗学』

107(1976,pp.14-20)などによる。
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